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参加費

無 料
WEB
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来場・WEB共に事前申込制

Program
14：00 開会挨拶 浅尾 慶一郎 環境大臣

14：05 挨　　拶 山中 竹春 氏 神奈川県横浜市長

14：10 講　　演
公益社団法人 日本プロサッカーリーグ
執行役員 サステナビリティ領域担当

「Jリーグ サステナビリティについて」

14：25 パネルディスカッション①

磐田 朋子 氏 芝浦工業大学 副学長／システム理工学部教授

「官民連携による脱炭素まちづくり」
ファシリテーター

パネリスト 山中 竹春 氏 神奈川県横浜市長

福田 紀彦 氏 神奈川県川崎市長

加藤 憲一 氏 神奈川県小田原市長

中野 祐介 氏 静岡県浜松市長

15：25 パネルディスカッション②

山口    豊 氏 テレビ朝日アナウンス部上級マネジャー

「地域脱炭素の実現に向けた企業の果たす役割」

井田 　淳 氏 川崎未来エナジー株式会社 代表取締役社長

小西 雅子 氏 東京ガス（株）常務執行役員・地域共創カンパニー長

伊佐 陽介 氏 株式会社 バイウィル 代表取締役CSO 兼
カーボンニュートラル総研 所長

野辺 和美 氏 横浜銀行 取締役執行役員

16：25 閉会

お申し込みは
こ
ち
ら

主　催 横浜市、川崎市、浜松市、小田原市 お問合せ

脱炭素地域づくり
支援サイト

地域脱炭素フォーラム事務局（株式会社ツクルス内）
MAIL：chiikidatsutanso-forum@itto.co

inin

協　力

横浜市脱炭素先行地域「みなとみらい２１地区」横浜市脱炭素先行地域「みなとみらい２１地区」

定員：会場参加300名定員：会場参加300名

ファシリテーター

パネリスト

辻井 隆行 氏
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登壇者プロフィール

浅尾 慶一郎
環境大臣

野辺 和美 氏
横浜銀行 取締役執行役員

昭和39年生まれ。東京大学法学部卒業、平成４年米国スタンフォード
大学経営大学院修了（MBA）。昭和62年に日本興業銀行入行。平成
10年に参議院議員（神奈川選挙区）初当選後、２期にわたり財政金融
委員長などを歴任。平成21年に衆議院議員に初当選後、３期にわたり
予算委員会、決算行政監視委員会などを歴任。令和４年、自由民主党
公認で参議院議員（神奈川選挙区）に３期目の当選。自民党政調会長
代理、参議院議院運営委員会委員長等を歴任し、令和６年10月より環
境大臣。

1995年横浜銀行入行。営業店経験後、本部セクションにて審査部門、
リスク部門、人事部門、事務部門などを経験。現在は、地域戦略統括部
の担当役員として、産学官金連携など地域のハブ機能の役割を発揮し、
地域や社会の課題解決につながる取り組みをおこなっている。

中野 祐介 氏
静岡県浜松市長

1970年静岡県浜松市生まれ。東京大学経済学部卒業。1994年４月
に自治省（現在の総務省）入省後、京都府総務部長、地方創生担当大
臣秘書官、北海道副知事、市町村税課長、都道府県税課長などを歴任
後、2022年11月に退官。2023年５月に浜松市長に就任以来、「浜松
から地方創生」を基本方針に掲げ、産業振興、子ども子育て、人口減少
対策などの課題に、精力的に取り組んでいる。

山中 竹春 氏
神奈川県横浜市長
1972年生まれ。早稲田大学政治経済学部経済学科卒、同大学理工学
部数学科卒。博士（理学）。アメリカ国立衛生研究所（NIH/NIEHS）研
究員、国立がん研究センター部長、横浜市立大学特命副学長、同大学
医学部教授などを経て、2021年8月、第33代横浜市長に就任。世界気
候エネルギー首長誓約（GCoM）理事（東アジア地域代表）、経済協力
開発機構（OECD）チャンピオン・メイヤー。データサイエンティストとし
ての経験を生かして、日本最大の基礎自治体の市政運営に取り組んで
いる。

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ
執行役員 サステナビリティ領域担当
1968年生まれ。早稲田大学を卒業後、日本電装に入社。サッカー部
（現・FC刈谷）で2年間プレー。退職後は、大学院で地球社会論を学び、
その後はパタゴニアで勤務。2009年から2019年まで日本支社長を務
める。退任後、Ｊリーグの執行役員としてサステナビリティ領域を担当。
Ｊリーグの気候アクションに取り組んでいる。

福田 紀彦 氏
神奈川県川崎市長
1972年生まれ、神奈川県川崎市出身。米国ファーマン大学政治学専
攻卒業後、衆議院議員の秘書などを務め、神奈川県議会議員に最年少
で初当選。2007年にも再選し、早稲田大学マニフェスト研究所・客員
研究員などを経て、2013年川崎市長に初当選。2017年、2期目再選。
2021年、3選を果たし現在に至る。令和5年に川崎市が出資する地域
エネルギー会社「川崎未来エナジー株式会社」を設立するなど、脱炭素
社会の実現を目指す。

加藤 憲一 氏
神奈川県小田原市長

1964年小田原市生まれ。  京都大学法学部卒業後、経営や農林水産
業、教育など多分野の現場に携わり、災害ボランティアや市民活動にも
尽力。2008年に小田原市長に初当選し、3期12年を務める。退任後は
自給農を基盤に耕作放棄地の活用や大学講師として活動。令和6年5
月、第24代小田原市長に再就任。「誰もが笑顔で暮らせる、愛すべきふ
るさと小田原」を将来都市像に掲げ、地域自給圏の創造を目指す。

井田 　淳 氏
川崎未来エナジー株式会社 代表取締役社長
早稲田大学商学部を卒業後、民間企業勤務。退職後、環境分野のナ
レッジマネジメントを研究するために、北陸先端科学技術大学院大学
知識科学研究科に進学するとともに、環境NPOの活動などに参画。同
大学博士前期課程修了後、２００２年に川崎市役所に入庁し、廃棄物
処理、地球温暖化対策など一貫して環境行政に従事。施設部長、脱炭
素戦略推進室長を経て、川崎市から退職派遣により、２０２４年４月か
ら現職。

伊佐 陽介 氏
株式会社 バイウィル 代表取締役CSO 兼
カーボンニュートラル総研 所長
早稲田大学卒業後、東証一部(当時)上場総合不動産デベロッパーを経
て、株式会社リンクアンドモチベーション入社。ブランドマネジメント事
業部コンサルティング責任者を務めた後、2013年に株式会社フォワー
ドを設立。サステナビリティ・ブランディングを提唱し上場大手企業を
中心に企業価値向上支援の実績多数。2023年より現職に就いて以降
は、カーボンクレジットを軸とした「地域脱炭素と地方創生の両立」を
テーマに環境価値を活かした新たな事業やモデルの開発に従事。

小西 雅子 氏
東京ガス（株）常務執行役員・地域共創カンパニー長
1988年、お茶の水女子大学家政学部卒業。東京ガスに入社し、約25
年に渡り都市生活研究所や食情報センターで食の研究に携わる。
2015年からは営業部門でキャリアを積み、2020年に執行役員に就
任。2023年より常務執行役員地域共創カンパニー長として東京ガス
グループが140年に渡り培ってきた地域密着力を活かしながらカーボ
ンニュートラルの推進とレジリエンスの強化を核に地域課題解決へ取
り組んでいる。2024年よりDE＆Ｉ推進担当も加わり、現在に至る。学術
博士。

辻井 隆行 氏

磐田 朋子 氏
芝浦工業大学 副学長／システム理工学部教授
東京都出身。東京大学工学部地球システム工学科卒、同大学院新領域
創成科学研究科環境システム学科博士課程修了。同研究科助教、（国）
建築研究所、（国）科学技術振興機構低炭素社会戦略センターを経て、
2018年より現職。専門はエネルギー工学。地域における再生可能エネ
ルギーの活用や省エネルギー対策を中心とするエネルギーシステムの
総合評価を行っている。2021年より環境省脱炭素先行地域評価委員
会委員を務めている。

山口    豊 氏
テレビ朝日アナウンス部上級マネジャー
1967年生まれ。早稲田大学商学部卒。テレビ朝日で報道アナウンサー
を30年以上務め、報道ステーションなどの番組で、氷床の溶け行くグ
リーンランドや海面上昇の被害を受けるマーシャル諸島など、世界や日
本の気候変動の最前線を取材。地域と共生する再生可能エネルギーの
取材をライフワークにしている。手掛けた特集は、YouTubeにまとめら
れ、総再生回数は700万回を超えている。環境省中央環境審議会総合
政策部会臨時委員も務める。


